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建
設
地
は
、

谷
田
部
区
で
お
願

い
を
い
た
し
た
く
、

建
設
場
所
の

変
更
は
次
の
候
補
地
住
民
に
不
信

感
を
与
え
、

同
意
ま
で
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
困
難
や
期
間
を
要
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

計
画
を
白
紙

撒
回
せ
よ
と
い
う
要
求
に
つ
い
て

は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
め

て
、

歩
み
だ
し
て
お
り
真
意
が
わ

か
ら
な
い
。

市
の
方
と
し
て
も
、

解
決
す
る
た
め
に
誠
心
誠
意
い
ろ

い
ろ
と
、
話
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
ｕ
一

疑
瑚
亜
ｂ

苑
蚊
問
が
均
海

タ
ー
の
平
成
６
年
度
に
用
地
買
収

を
行
い
、
９
年
度
に
供
用
開
始
と

い
う
計
画
は
予
定
ど
お
，
進
め
る

の
か
。
ま
た
、

別
に
建
設
用
地
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
Ａ
一
親
腕
働
購
齢
般
や
ル
卿
っ

ぜ
ひ
と
も
早
急
に
計
画
を
進
め
た

建
設
同
意
を
得
た
谷
田
部
区
以

外
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
建
設
候
補

地
が
見
当
ら
ず
、

谷
田
部
区
で
の

建
設
を
認
め
て
欲
し
い
。

成
果
は
ど
う
か
。

各
種
団
体
が
実
施
す
る
廃
品
回

収
に
つ
い
て
、

業
者
が
ア
ル
ミ
缶
、

雑
誌
の
引
き
取
り
を
断

っ
て
い
る

と
聞
く
が
、

市
と
し
て
の
対
応
は
。

Ａ
Ａ
十
配
紺
廊
び
榊
殻
ル
紳
期
施

使
用
さ
れ
て
い
る
。

氏
名
の
記
入

も
か
な
り
の
家
庭
で
な
さ
れ
て
い

Ｚつ
。

ご
く

一
部
に
、

分
別
方
法
の
誤
り

が
あ
る
が
、

市
職
員
に
よ
る
巡
回

指
導
で
啓
発
を
図

っ
て
い
る
。

指
定
袋
導
入
に
よ
り
、　

一
ヶ
月

当
た
り
埋
め
立
て
ご
み
は
約
三
十

ト
ン
の
減
少
、

資
源
ご
み
は
、

約

十
五
ト
ン
の
減
少
と
な

っ
て
お
り
、

ご
み
の
減
量
化
と
最
終
処
分
場
の

延
命
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

雑
誌
類
は
再
生
会
社
の
取
引
価

格
が
低
く
、

ま
た
引
取
り
総
量
も

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

取

扱
品
目
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
出
て
く
る
量
や
市
場
の
状
況

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
し
か
る
ベ

き
対
策
を
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
上
で
見
落

と
し
て
は
な
ら
な
い
点
が

地
域
公
共
交
通
機
関
の
果
た
し
て

い
る
役
割
で
あ
る
。

長
い
間
地
域
住
民
の
足
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
バ
ス
路
線
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
一
麻
姉
加
争
醐
藤
敵
嚇
船
雑

と
な
っ
て
い
る
の
は
３
系
統
で
あ

る
。　

一
地
域
の
ご
く
少
数
の
限
ら

れ
た
方
々
の
利
用
と
は
い
え
、

市

民
の
足
と
し
て
の
公
共
交
通
機
関

が
縮
少
さ
れ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に

寂
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

利
用
実

績
か
ら
見
る
と
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

こ
の
路
線
の
存
続
を
す
る
た
め

に
は
、

小
浜
市
の
み
な
ら
ず
上
中

町
、

大
飯
町
と
も
協
議
を
重
ね
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
の
事
情
、

思
惑
な
ど
も
あ
り
必
ず
し
も
楽
観

出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。
と
い
う

ふ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

Ａ
ｕ
　
呵
組
夢
藤
鵜
聯
惣
親
敵
”

ら
警
察
署
の
前
を
通

っ
て
小
浜
駅

へ
と
走
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る

が
、

ガ
ー
ド
下
を
く
ぐ
り
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
、

県
立
図
書
館
若
狭

分
館
、

続
い
て
国
の
合
同
庁
舎
、

第
二
中
学
校
、

そ
し
て
市
役
所
か

ら
大
手
通
り
の
ル
ー
ト
の
ほ
う
が

利
便
性
か
ら
考
え
て
も
価
値
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
部
分
の

路
線
変
更
を
Ｊ
Ｒ
に
要
請
し
て
は

ど
う
か
。警

察
署
交
差
点
か
ら
東
環

状
線
、

小
浜
縦
貫
線
を
経

由
す
る

一
部
路
線
変
更
に
つ
い
て

は
、
通
学
生
徒
や
通
勤
者
な
ど
の

利
便
性
の
見
地
と
交
通
の
ふ
く
そ

う
す
る
駅
前

一
体
の
緩
和
な
ど
の

目
的
で
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
株
式
会

社
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
し
か

し
現
在
南
川
大
橋
の
架
橋
工
事
の

さ
な
か
で
あ
り
、

こ
の
コ
ー
ス
が

一
時
通
行
止
め
の
措
置
が
と
ら
れ

て
お
り
、

こ
の
工
事
が
完
了
し
た

段
階
で
正
式
に
申
込
れ
を
し
た
い
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
昭
和

６‐
年
に
は
福
井
市
の
県
民

会
館
に
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
、

平
成
５
年
５
月
に
は
敦

賀
市
に
お
き
ま
し
て
、

国
際
交
流

嶺
南
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
急

速
に
進
む
国
際
化
の
流
れ
に
対
応

で
き
る
よ
う
国
際
交
流
対
策
室
、

あ
る
い
は
課
ま
た
は
係
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
外
国
人
向
け
の
生
活
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
を
作
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。国

際
交
流
の
窓
口
と
し
て

企
画
課
の
中
に
そ
の
係
を

設
け
て
あ
り
、

研
修
を
終
え
た
職

員
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

対
策
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

職

員
の
定
数
増
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
現
状
で
は
や
や
時
期
尚
早
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

外
国
人
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

英
文
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
周
知

に
努
め
て
い
る
。

近
敦
線
に
つ
い
て
、

舞
鶴

東
岡
津
間
の
施
行
実
施
計

画
、

さ
ら
に
小
浜
敦
賀
間
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
の
現
況
を
説
明
し

て
欲
し
い
。
ま
た
、

本
路
線
に
対

す
る
用
地
獲
得
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
方
針
で
取
り
組
む
か
そ
の
決

意
を
。

Ａ
Ａ
・　
へ 岡
弾
勲
機
輔
力
理
輔
瞬
判

次
期
国
上
開
発
幹
線
自
動
車
道
建

設
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

詳
細
な
点
は

ル
ー
ト
公
表
後
よ
り
具
体
化
さ
せ

て
、

ベ
ス
ト
な
ル
ー
ト
、

イ
ン
タ

ー
と
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た

い
。自

動
車
道
整
備
の
最
大
の
課
題

は
、

用
地
の
確
保
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

小
浜
市
と
し
て
も
、

県
を
は
じ
め

関
連
機
関
と
の
連
携
を
密
に
庁
内

Ａｕ一林帯願わ”寡膨畑紳向

つ
い
て
、

現
在
の
状
態
は
、

ま
た
、
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体
制
の
整
備
を
進
め
、

用
地
買
収

に
つ
い
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
ｕ
一

静
疎
師
却
的
範
雅
初
融
娘

バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
方
を
持

っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

将
来
近
敦
線
が
岡
津
ま

で
開
通
し
仮
イ
ン
タ
ー
が
で
き
た

場
合
、

若
狭
西
街
道
が
供
用
す
る

段
階
に
お
い
て
時
期
的
に
整
合
す

る
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
Ａ

朝
到
難
姫
鍵
端
揮
際
穀
隷

の
２
本
立
で
も
っ
て
道
路
網
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。

平
成
７
年

度
採
択
に
向
け
若
狭
西
街
道
促
進

協
議
会
と
連
携
を
と
り
全
力
を
傾

注
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、

近
敦
線
の
岡
津
開
発
イ

ン
タ
ー
の
供
用
開
始
と
西
街
道
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
は
西
街
道
の

現
在
の
計
画
で
は
、

平
成
１６
年
の

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

岡
津
開
発
イ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始

は
早
く
と
も
１７
年
と
予
想
し
て
い

る
。

た
だ
ど
の
よ
う
な
形
で
連
絡

で
き
る
か
は
、

お
互
い
の
実
施
計

画
が
で
き
た
段
階
で
有
効
な
連
携

を
す
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ

ン
に
つ
い

て
、

多
く
の
方

々
の
署
名

運
動
が
行
わ
れ
そ
の
結
果
県
知
事

の
理
解
を
得
て
、

今
年
の
秋
に
は

県
の
調
査
発
表
が
出
る
そ
う
で
す

が
今
後
の
運
動
方
法
に
つ
い
て
問

う
。

ｉ
Ａ
一　
切
げ
引
い

移
前
移
用
卿
施

進
め
て
い
る
事
業
化
可
能
性
調
査

結
果
を
踏
ま
え
事
業
主
体
、

資
金

調
達
、

建
設
及
び
運
営
資
金
あ
る

い
は
推
進
組
織
の
設
置
問
題
等
が

課
題
と
な
っ
て
く
る
。

県
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
嶺
南
関
係
市
町
村

と
十
分
協
議
し
て
対
処
し
て
い
き

た
い
。

ま
た
、

署
名
運
動
が
展
開
さ
れ

地
域
住
民
の
熱
意
は

一
段
と
高
ま

り
を
見
せ
、

官
民

一
体
と
な
っ
て

粘
り
強
く
関
係
機
関
等

へ
の
要
請
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
若
狭
地
域

の
た
め
に
是
が
非
で
も
実
現
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
３
年
３
月
供
用
開
始

以
来
３
年
を
経
過
し
た
公

共
下
水
道
の
加
入
率
向
上
に
ど
の

よ
う
な
広
報
活
動
と
加
入
勧
奨
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

供
用
開
始
か
ら
３
年
目
に

な
る
区
域
の
方
々
に
再
三

に
わ
た
り
水
洗
化

へ
の
お
願
い
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
資
金
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
も
市
政
広
報
や
チ
ラ
シ
を

つ
く
っ
て
周
知
を
し
て
き
た
。

本
年
度
は

一
歩
進
ん
で
供
用
開

始
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
未

水
洗
化
世
帯
を
対
象
に
戸
別
訪
問

を
し
、

水
洗
化

へ
の
お
願
い
と
各

家
庭
の
今
後
の
計
画
等
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、

水
洗
化
や
排
水

設
備
の
設
置
こ
そ
維
持
管
理
財
源

確
保
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、

加
入
率
の
保
進
に

今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

入
札
制
度
の
改
善
策
が
県

を
は
じ
め
各
自
治
体
で
も

検
討
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

小
浜
市
に
お
い
て
も
、

入
札
制
度

を
改
善
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、

指
名
制
度
を
や
め

一
般

競
争
入
札
方
式
を
中
小
業
者
保
護

の
配
慮
を
加
え
た
上
で
取
り
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

見
解
は
。県

に
お
い
て
は
今
年
度
よ

り
制
限
つ
き

一
般
競
争
入

札
の
試
行
に
踏
み
切

っ
た
。

制
限

つ
き

一
般
競
争
入
札
は
発
注
者
の

裁
量
が
入
ら
ず
透
明
性
が
高
い
が
、

高
い
技
術
力
を
必
要
と
す
る
大
規

模
な
工
事
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
本
市
の
よ
う
に
中
小
規
模
の
業

「

者
が
共
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

地
元
建
設
業
者
の
健
全
育
成
の
方

針
を
堅
持
し
、

現
行
の
指
名
競
争

入
札
を
基
本
と
し
、

透
明
性
、

公

平
性
を
確
保
し
、

制
限
つ
き

一
般

競
争
入
札
に
つ
い
て
は
試
行
に
入

っ
た
県
、

福
井
市
な
ど
の
実
施
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

磁饒

膨じじ膨

嶺
南
市
町
村
議
長
会
定
例
会

平
成
６
年
７
月
２‐
日
、

本
市
に
お
い
て
嶺
南
８
市
町
村
の
正
副
議
長
出
席
の
も
と
嶺
南
市

町
村
議
長
会
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

経
過
報
告
の
あ
と
議
案
審
議
に
入
，
提
出
さ
れ
た
８

議
案
す
べ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

小
浜
市
提
出
の
議
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

◎

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

◎

北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

◎

琵
琶
湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
建
設
並
び
に
小
浜
線
の
電
化
及
び

湖
西
線
（永
原
・敦
賀
間
）
の
直
流
電
化
促
進
に
つ
い
て
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◆
総
務
常
任
委
員
会

５
月

１１

日
～

１３

日

沖
縄
県

（宜
野
湾
市

・
糸
満
市
）

◆
建
設
常
任
委
員
会

７
月

１３

日
～

１５
日

北
海
道

（釧
路
市

・
根
室
市
）

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

５
月

２４
日
～

２６

日

二
重
県

（桑
名
市

・
鳥
羽
市
）

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
月

２８

日
～

３０

日

岐
阜
県

（各
務
原
市

・

益
田
広
域
事
務
組
合
）

富
山
県

（高
岡
市
）
　

　

　

．

５
月

２４

日

５
月

２５
日

５
月

２６
日

６
月

２８
日

６
月

２９

日

７
月

６
日

７
月

７
日

７
月

１２
日

７
月

１３
日

７
月

１８

日

７
月

２５
日

長
崎
県
波
佐
見
町
議
会
　
８
人

岩

手

県

釜

石

市

議

会

９
人

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
議
会
　
８
人

東

京

都

昭

島

市

議

会

９
人

新

潟

県

五

泉

市

議

会

８
人

二

重

県

鈴

鹿

市

議

会
　
１０
人

静

岡

県

藤

枝

市

議

会

１４
人

兵

庫

県

津

名

町

議

会

１３
人

岩
手
県
陸
前
高
田
市
議
会
　
７
人

神
奈
川
県
小
回
原
市
議
会
　
９
人

熊

本

県

菊

池

市

議

会

６
人

「交
通
マ
ナ
ー
日
本

一
小
浜
」
を

め
ざ
す
都
市
宣
音
に
関
す
る
決
議

交
通
マ
ナ
ー
を
確
立
し
、

悲
惨
な
交
通
事
故

か
ら
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
り
、

快
通
で
安
全

な
交
通
社
会
を
確
立
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
共

通
の
願
い
で
あ
る
。

本
県
は
、

七
年
連
続
し
て
死
傷
者
数
百
人
を

突
破
し
た
ほ
か
、

人
口
十
万
人
当
た
り
の
死
傷

者
数
で
も
、

数
年
来
全
国
ワ
ー
ス
ト
テ
ン
の
上

位
に
位
置
す
る
な
ど
不
名
誉
な
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、

県
で

は
本
年
四
月
か
ら
広
く
県
民
に
交
通

マ
ナ
ー
の

向
上
を
訴
え
、

交
通
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
て

福
井
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

「交

通
マ
ナ
ト
日
本

一
」
を
め
ざ
す
運
動
を
展
開
中

で
あ
る
。

よ
っ
て
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
思
い
や
り
と
譲

り
合
い
の
精
神
を
重
ん
じ
、

正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

本
市
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
好
感
を
持
た
れ
、

か
つ
秩
序
あ
る
交

通
社
会
の
実
現
の
た
め

「交
通

マ
ナ
ー
日
本

一

小
浜
」
を
め
ざ
す
都
市
宣
言
を
決
議
す
る
。

平
成
六
年
六
月
二
十

一
日

小

浜

市

議

会

今
定
例
会
の
開
会
に
先
立
ち
、

全
国
市
議
会
議
長
会
、

北
信
越
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

永
年
在
職
議
員
に
対
す
る

表
彰
状
並
び
に
前
議
長

。
前
副
議
長
に
対
す
る
在
職
功
労

の
感
謝
状
の
伝
達
が
、

議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
表

彰

状

】

〔永
年
在
職
二
十
年
表
彰
〕

全
国
市
議
会
議
長
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会

深

谷

〓暑

勝

暫

貝

〔永
年
在
職
十
五
年
表
彰
〕

全
国
市
議
会
議
長
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

伊

勢

謙

次

郎

暫

貝

【
感

謝

状

〔議
長
在
職
功
労
〕

村

上

〔副
議
長
在
職
功
労
〕

富

　

川

】
福
井
県
市
議
会
議
長
会

一　

　

司

議

員

福
井
県
市
議
会
議
長
会

建

　

　

一

議

員


